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豊
穣
、
悪
疫
退
散
を
祈
願
す
る
年
占
い

で
、
９
０
０
年
近
い
歴
史
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
中
学
２
年
に
な
る

男
子
生
徒
の
中
か
ら
射
手
が
選
ば
れ
ま
す
。

１
９
８
１
年
３
月
に
県
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

射
手
は
高
山
中
学
校
２
年
の
中
村
考
晴

さ
ん
が
務
め
た
。
中
村
さ
ん
は
綾
藺
（
あ

や
い
）
傘
を
か
ぶ
り
、
紫
色
の
狩
衣
に
身

を
包
ん
で
、
神
馬
の
「
は
や
て
号
」
と
約

３
３
０
㍍
の
馬
場
を
３
回
駆
け
、
９
本
中

８
本
の
矢
を
的
中
。「
末
広
が
り
で
最
も

良
い
」
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

流
鏑
馬
を
初
め
て
見
た
と
い
う
来
場
者

は
「
射
手
が
人
馬
一
体
で
駆
け
る
姿
に
圧

倒
さ
れ
た
。
中
村
さ
ん
の
勇
気
を
称
え
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
有
観
客
開
催
は
４
年
ぶ
り
。
同

神
事
を
中
心
と
し
た
肝
付
町
最
大
の
祭
り

「
高
山
や
ぶ
さ
め
祭
り
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
鹿

児
島
き
も
つ
き
が
特
産
の
黒
豚
丸
焼
き
を

来
場
者
に
振
舞
い
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
垂
水
支
所
は
10

月
21
日
、
支
所
の
敷
地
で
「
垂
水
支
所
秋

の
感
謝
祭
」
を
開
き
、
組
合
員
や
地
域
住

民
な
ど
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

農
業
資
材
や
野
菜
な
ど
を
販
売
。
自
動

車
も
展
示
販
売
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
支
所
を
利
用
す
る
組
合

員
や
地
域
住
民
へ
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め

て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
Ｊ
Ａ
女
性
部
垂
水
支
部
も
イ
ベ
ン
ト

に
出
店
。
手
作
り
の
丸
餅
を
販
売
し
、
完

売
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
11
月
21

日
、
鹿
屋
市
の
南
部
幼
稚
園
に
茶
美
豚

（
ち
ゃ
ー
み
ー
と
ん
）
肉
と
ピ
ー
マ
ン
を

提
供
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
２
０
２
３
年
で
合
併
30
周

年
を
迎
え
た
事
を
記
念
す
る
取
り
組
み
を

展
開
し
、
管
内
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
食
材
提
供
は
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
き
も
つ
き
の

特
産
品
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
計
画
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ａ
管
内
２
市
４
町
（
垂
水

市
・
鹿
屋
市
・
東
串
良
町
・
肝
付
町
・
錦

江
町
・
南
大
隅
町
）
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
70
施
設
に
同
Ｊ
Ａ
特
産
の

茶
美
豚
肉
約
５
４
０
㌔
㌘
、
ピ
ー
マ
ン
約

３
７
０
㌔
㌘
、
児
童
・
教
員
合
わ
せ
て
約

７
１
５
０
人
分
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

南
部
幼
稚
園
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田

寛
組
合
長
が
園
児
に
食
材
を
手
渡
し
ま
し

た
。
食
材
を
受
取
っ
た
園
児
は
「
お
い
し

そ
う
！
早
く
食
べ
た
い
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

下
小
野
田
組
合
長
は
「
子
ど
も
達
に
喜

ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
く
思
う
。
地
元
で

育
っ
た
食
材
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
農
家

の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
欲
し
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

同
園
の
本
田
洋
一
郎
園
長
は
「
子
ど
も

た
ち
は
『
野
菜
が
嫌
い
』
と
い
う
子
も
多

い
。
提
供
さ
れ
た
食
材
を
切
っ
掛
け
に
、

好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

同
園
で
は
、
提
供
さ
れ
た
食
材
を
「
豚

肉
の
し
ょ
う
が
焼
き
丼
」「
ピ
ー
マ
ン
の

塩
昆
布
あ
え
」
に
調
理
。
22
日
の
給
食
に

登
場
し
ま
し
た
。

　

肝
付
町
高
山
地
区
の
四
十
九
所
（
し

じ
ゅ
う
く
し
ょ
）
神
社
で
10
月
22
日
、「
高

山
流
鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
）」
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
地
区
の
流
鏑
馬
は
国
家
安
泰
、
五
穀

来場者で賑わう会場

矢をつがえる射手の中村さん

食材を園児に手渡す下小野田組合長㊨
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大
会
で
、
鹿
児
島
県
が
日
本
一
に
輝
い
た

事
を
記
念
す
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
肝

属
中
央
家
畜
市
場
（
鹿
屋
市
）
と
曽
於
中

央
家
畜
市
場
（
曽
於
市
）
の
２
会
場
で
開

き
、
消
費
者
や
畜
産
農
家
、
Ｊ
Ａ
の
関
係

者
ら
２
会
場
合
わ
せ
て
約
８
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
は
リ
モ
ー
ト
中
継
で
つ
な
が
れ
、

互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
鹿
児

島
き
も
つ
き
管
内
全
共
の
様
子
を
紹
介
す

る
動
画
や
、
鹿
児
島
黒
牛
の
特
長
、
生
産

現
場
を
取
り
巻
く
現
状
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

た
。縁
を
大
事
に
し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
過
去
５
回
で
計
21
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
。
順
調
に
交
際
が
続

い
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
が
多
く
、
う
ち
４
組

が
入
籍
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
と
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿

児
島
の
２
Ｊ
Ａ
は
10
月
29
日
、
昨
年
開
催

の
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島

　

来
場
者
は
「
い
つ
も
よ
り
お
得
に
買
い

物
が
で
き
た
の
で
来
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
支
所
を
利
用
し
て
い
き
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

同
支
所
の
迫
田
義
明
支
所
長
は
「
今
後

も
、
組
合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
支
所
を
目
指
し
て
様
々
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

垂
水
支
所　

広
報
委
員　

港

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
10
月
28
日
、

管
内
で
未
婚
の
男
性
農
業
従
事
者
ら
に
女

性
と
出
会
う
き
っ
か
け
を
作
ろ
う
と
出
会

い
応
援
事
業
「
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｔ
（
ミ
ー
ト
）
婚
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
６
回
目
。
20
〜
40

代
の
男
女
17
人
が
参
加
し
、
２
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
参
加
者
や
ス

タ
ッ
フ
ら
全
員
で
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
、

参
加
者
の
幸
せ
を
祈
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
後
、
キ
ャ
ン
プ
場
で

管
内
産
食
材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
は
「
大
隅
の
方
へ
移
っ

て
き
た
ば
か
り
で
、
知
り
合
い
も
少
な

か
っ
た
の
で
参
加
し
た
。
今
日
た
く
さ
ん

の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

　

参
加
者
は
「
自
分
た
ち
が
こ
ん
な
に
お

い
し
い
鹿
児
島
黒
牛
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
が
努
力
し

た
結
果
だ
と
い
う
の
を
感
じ
た
。
今
後
も

逆
境
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
東
串
良
町
園
芸

振
興
会
は
、
11
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き

も
つ
き
東
串
良
選
果
場
で
、
県
ブ
ラ
ン
ド

指
定
の
東
串
良
産
「
か
ご
し
ま
の
ピ
ー
マ

ン
・
き
ゅ
う
り
」
の
初
荷
出
発
式
を
開
い

た
。
生
産
者
や
県
・
市
・
町
・
Ｊ
Ａ
役
職

員
、
市
場
関
係
者
な
ど
、
約
２
０
０
人
が

出
席
。
初
荷
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
を
大
き

な
拍
手
で
見
送
り
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
は
、
県
の
農
林
水
産
物
認
証

制
度
（
Ｋ

-

Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
取
得
や
、
天
敵

を
利
用
し
た
総
合
的
病
害
虫
・
雑
草
管
理

（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）
栽
培
、
同
振
興
会
女
性
部
を

中
心
と
し
た
販
促
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
産
の
ピ
ー
マ
ン
は
、
生
産

者
１
４
２
人
で
約
31
㌶
を
栽
培
し
、
約

４
５
０
０
㌧
の
出
荷
を
目
指
す
。
キ
ュ
ウ

リ
は
、
生
産
者
63
人
が
、
約
14
㌶
を
栽
培

し
、
約
２
９
０
０
㌧
の
出
荷
を
計
画
。
両

品
目
を
合
わ
せ
た
販
売
額
は
、
約
34
億
４
，

０
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

盛り上がるＪＡ鹿児島きもつき会場

クラッカーで祝福する参加者ら
（プライバシー保護の為お顔が分からないよう加工してあります）
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出
発
式
で
は
東
串
良
町
園
芸
振
興
会
女

性
部
の
野
﨑
洋
美
部
長
が
決
意
表
明
。
同

振
興
会
の
永
野
敏
郎
会
長
ら
９
人
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
し
、
初
荷
を
祝
い
ま
し
た
。

　

永
野
会
長
は
「
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

順
調
な
生
育
状
況
。
今
後
も
生
産
者
・
消

費
者
に
安
心
・
安
全
な
東
串
良
の
ピ
ー
マ

ン
・
き
ゅ
う
り
を
多
く
の
消
費
者
に
届
け

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
ら
は
、
き
ゅ
う
り
を
片
手
に
ヘ

タ
と
種
を
く
り
抜
い
た
ピ
ー
マ
ン
を
、
グ

ラ
ス
に
見
立
て
て
乾
杯
、
初
荷
出
発
を
祝

い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
と
Ｊ
Ａ
肝
付
吾

平
町
は
11
月
11
日
、
肉
用
牛
振
興
大
会
を

開
き
、
鹿
屋
市
の
肝
属
中
央
家
畜
市
場
に
、

生
産
者
や
関
係
機
関
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど

約
４
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

肝
属
地
区
の
肉
用
牛
生
産
基
盤
の
維

持
・
強
化
が
目
的
。

　

大
会
で
は
、
多
頭
購
買
者
や
地
区
の
畜

産
振
興
に
寄
与
し
た
功
労
者
ら
を
表
彰
。

「
き
も
つ
き
愛
牛
会
」
の
講
話
や
、
参
議

院
議
員
野
村
哲
郎
氏
に
よ
る
「
肉
用
牛
情

勢
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
終
盤
で
は
「『
チ
ー
ム
き
も
つ
き
』

一
体
と
な
っ
て
日
本
一
の
畜
産
産
地
を
目

指
そ
う
」
な
ど
６
つ
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
採
択
さ
れ
、
肝
属
地
区
の
畜
産
振
興
と

経
営
安
定
を
目
指
し
て
、
が
ん
ば
ろ
う
三

唱
を
出
席
者
全
員
で
唱
和
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
の
下
小
野
田
寛

組
合
長
は
「
昨
今
の
枝
肉
や
子
牛
価
格
低

迷
を
『
チ
ー
ム
き
も
つ
き
』
一
丸
と
な
っ

て
乗
り
越
え
よ
う
と
大
会
を
開
催
し
た
。

１
頭
１
頭
の
商
品
性
を
高
め
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
て
日
本
一
の
産
地
を
目
指
そ

う
」
と
出
席
者
ら
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

初荷を祝い乾杯する関係者

トラックに積み込まれる初荷

がんばろう三唱をする出席者
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年末年始におけるＪＡ事業の営業予定
（○…通常営業日　■…営業時間の短縮など　■…営業休止日）

※ご不明な点は、最寄りのＪＡ窓口までお問い合わせください。

アグリパークかのや
12 月 １月

28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日） １日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木）

ど っ 菜 市 場 〇 〇 〇 9:00～17:00 休 休 休 〇

彩 食 豊 美 〇 〇 〇 11:00～15:00
(LO14:30) 休 休 休 〇

LUANA CAFE 〇 〇 〇 10:30～15:00
(LO14:30) 休 休 休 〇

金 融 事 業
12 月 １月

28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日） １日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木）

店 舗 金 融 窓 口 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

ＪＡバンクＡＴＭ 〇 〇 9:00～19:00 9:00～17:00 休 休 休 〇

購 買 事 業
12 月 １月

28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日） １日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木）

購
買
窓
口

中部ブロック 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

東部ブロック 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

南部ブロック 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

バ ラ 飼 料 配 送 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇

農
機
セ
ン
タ
ー

総 合 Ｍ Ｃ 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

垂 水 Ｍ Ｃ 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

内 之 浦 Ｍ Ｃ 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

根 占 Ｍ Ｃ 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

移 動 店 舗 車
12 月 １月

28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日） １日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木）

きもつき浪漫号 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

笑 味 ち ゃ ん 号 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

ゆ め ち ゃ ん 号 〇 〇 休 休 休 休 休 〇

生 活 関 連 事 業
12 月 １月

28日（木） 29日（金） 30日（土） 31日（日） １日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木）

白崎セルフSS・なんぐうセルフSS 〇 〇 7:00～19:00 7:00～18:00 休 休 8:00～17:00 〇

大姶良 SS・高山 SS 〇 〇 7:00～18:00 7:00～18:00 休 休 8:00～17:00 〇

花岡SS・東串良SS・内之
浦SS・田代SS・佐多SS 〇 〇 7:00～18:00 7:00～18:00 休 休 休 〇

ガ ス セ ン タ ー 〇 〇 緊急時はお電話にて対応いたします。 〇

宅配水（アクアクララ） 〇 休 休 休 休 休 休 〇

オ ー ト パ ル 〇 〇 休　※緊急時はTEL 0570-00-8139 へ（JAF対応） 〇

ル ミ エ ー ル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フラワーセンター 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

みのり 2023.12　6
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
広
報
課　

０
９
９
４
―

４
１
―

４
７
４
６
ま
で

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
女
性
部

は
10
月
30
日
、
鹿
屋
市
の
か
の
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
健
康
作

り
大
会
を
開
き
、
女
性
部
員
ら
約

80
人
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
１
打
ご
と
に
「
玉
を

打
つ
元
気
が
あ
り
す
ぎ
た
！
」「
惜

し
い
！
」
な
ど
と
声
を
上
げ
な
が

ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
助
け
合

い
組
織
い
き
い
き
部
会
鹿
屋
は
11

月
１
日
、
志
布
志
市
の
ホ
テ
ル
で
食

事
会
を
開
き
、
鹿
屋
市
内
６
ヶ
所
の

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
お
じ
ゃ
ん
せ
利

用
者
ら
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

約
４
年
ぶ
り
の
野
外
ミ
ニ
デ
イ
。

参
加
者
は
「
久
々
に
他
の
地
区
の

人
と
会
っ
て
話
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

@@jakimotsuki@@ kimotsukija

Instagram Twittererer

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）

みのり 2023.12　8



【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉

　11 月 子牛せり市
については、年末年
始の牛肉需要による
枝肉相場の回復への
期待感から、購買意
欲も高く、平均価格
511,679 円（税込）、
前月比 +50,252 円の
相場となりました。
　今後ますます寒く
なってきますので、
子牛の寒さ対策等に
取り組みながら日々
の飼養管理に努めま
しょう。

11月分 畜産情報

9 2023.12 みのり



１⽉

⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

10㈬ ⽥ 代 １

18㈭ ⿅ 屋 ６

26㈮ ⾼ ⼭ ９ ４

30㈫ ⿅ 屋 ６ ４

毎日元気で
あるために
年に１度は
健診を!!

は

12⽉

⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

15㈮
⿅ 屋 ９ ５

串 良 ５ ５

19㈫ 垂 ⽔ ５ ３

20㈬ ⽥ 代 １ １
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氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈必ずお書きください〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈締め切りについて〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
①　 冬眠するものも多い大型の
哺乳類

③　 謎の多い浮世絵師、東洲斎
＿＿

⑥　 その月の一番最初の日
⑦　 寒い日に吐くと白く見える
ことも

⑧　 授業中は慎んでくださいね
⑨　 ワカメの根元に近い部分
⑪　 ＿＿予報によると来週は寒
いらしい

⑬　 建物が立っていない宅地
⑭　 ＿＿の細かい滑らかな肌
⑮　 年越しに付きものの麺類
⑯　 チン！と鳴らすと人が来ます
⑰　 １号は東京と大阪を、２号
は大阪と福岡を結びます

⑱　 年賀状のイラストによく使
われます。 令和６年は「辰」
です

ヨコのカギ
①　 サンタがプレゼントを入れ
ます

②　 パパー、ママー、 どこー？
③　 欧米のクリスマスには、こ
の鳥の丸焼きがよく食べら
れます

④　 大好きな歌手の＿＿を見に
行った

⑤　 レンコンは根のように見え
ますが、実はこれ

⑩　 「海のミルク」と呼ばれる貝
⑪　 除夜の鐘を突けるところも
あります

⑫　 水や砂と混ぜコンクリート
を作ります

⑬　 サハラ、 タクラマカンといえば
⑭　 刃物で紙を加工して描きます
⑮　 冬の京都市は＿＿冷えする
といわれます

クロスワードパズルの答え（2023年12月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

● 女性は、年齢が上がっていくにつれ、
骨粗しょう症が心配になるもの。私も
そんなお年頃なので楽らくレシピの「サ
ケのクリームソースかけご飯」はとっ
ても良いメニューだと思いました。が
んばって作るゾー !!!（鹿児島市・59歳）
〇 美味しく食べて健康になりましょう！ 
これから寒くなる季節。野菜をたっぷり入れたシチューも体が温
まっていいですよね！

● 辺塚だいだいを沢山いただきました。焼酎に搾ったり、焼魚に搾っ
たり、水たきしたシイタケをだいだい酢醤油でいただいています。
秋を感じます。　　　　　　　　　　　　　　（大姶良・68歳）
〇 辺塚だいだいはとても良い香りと風味でお酒や箸が進みますよ
ね。ＪＡ鹿児島きもつきのホームページでは辺塚だいだいを使っ
たレシピを紹介中！ぜひご覧下さい。

コ ス モ ス ノ ト

ア キ チ ズ コ ウ

ラ ウ バ ギ フ

ワ タ リ ド リ

ク リ キ ク バ

ラ イ ト シ ユ ト

ブ ン シ ヨ カ ン
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

１． 県常例検査指摘事項に対する改善状況報告書について
２． 令和５年度半期ディスクロージャーについて
３． 青年役員選考委員会規程について
４． 「マネー・ローンダリング等および反社会的勢力に関
する基本方針」および「マネー・ローンダリング等へ
の対応に関する規則」の改正について

５． その他

✂

✂

❶

❷ 
❸ 

➍ ❷

❺ ➍ ❷

❶

　12月 22日は冬至。北半球において太陽の位置が１年で
最も低くなり、日照時間が最も短くなる日です。
　冬至と言えばかぼちゃを食べたりゆず湯に入ったりされ
る方も多いのではないでしょうか？かぼちゃは「冬至の七
種」の１つで、「かぼちゃ（なんきん）、れんこん、にんじん、
ぎんなん、きんかん、かんてん、うどん（うんどん）」の７
食材が該当します。それぞれの名前に「ん」が２つついて
いることから、沢山の「ん＝運」を呼び込めるという縁起
を担ぐ風習になったそうです。
　2023 年も残りあとわずか。冬至に「ん」のつく食べ物
を食べて元気に2024年を迎えましょう！

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
で
は
今

年
合
併
30
周
年
を
迎
え
た
事
を
記

念
し
て
、
６
月
に
高
校
生
を
対
象

と
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
の
開

催
、
７
月
に
保
育
園
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
へ
鹿
児
島
黒
牛
と

サ
ラ
ダ
ゴ
ボ
ウ
の
提
供
を
行
い
、

管
内
２
市
４
町
の
次
代
を
担
う
子

ど
も
達
へ
、
地
元
食
材
の
お
い
し

さ
や
生
産
者
の
努
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
へ
の
食
材
提
供
第
２

弾
と
し
て
茶
美
豚
と
ピ
ー
マ
ン
を

提
供
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園

で
子
ど
も
達
が
喜
ぶ
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
提
供
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

表
紙
は

食
材
提

供
最
終
日

に
訪
れ
た

南
部
幼
稚

園
で
の
撮

影
。

　

詳
細
は

本
誌
２

ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て

お
り
ま
す

の
で
ご
覧

く
だ
さ

い
。

茶美豚肉ピーマン

　10月 27日に第８回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。
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